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一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
参
照
条
文

○

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
（
抄
）

第
八
条

略

２
～
５

略

６

職
員
（
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
除
く
。
）
の
昇
給
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
日
に
、
同
日
前
に
お
い
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る

日
以
前
一
年
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
勤
務
成
績
に
応
じ
て
、
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
日
の
翌
日
か
ら
昇
給
を
行
う
日
の
前
日
ま

で
の
間
に
当
該
職
員
が
国
家
公
務
員
法
第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
処
分
を
受
け
た
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定

め
る
事
由
に
該
当
し
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
事
由
を
併
せ
て
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

７

前
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
（
次
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
昇
給
さ
せ
る
か
否
か
及
び
昇
給
さ
せ
る
場
合

の
昇
給
の
号
俸
数
は
、
前
項
前
段
に
規
定
す
る
期
間
の
全
部
を
良
好
な
成
績
で
勤
務
し
、
か
つ
、
同
項
後
段
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
職
員
の
昇
給

の
号
俸
数
を
四
号
俸
（
行
政
職
俸
給
表

の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
表
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸

（一）

給
表
以
外
の
各
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
三
号
俸

、
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
二
級
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
一
号
俸
）
と
す
る
こ
と
を
標
準
と
し
て
人
事

院
規
則
で
定
め
る
基
準
に
従
い
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

８

次
に
掲
げ
る
職
員
の
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
昇
給
は
、
同
項
前
段
に
規
定
す
る
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
勤
務
成
績
が
特
に
良
好
で
あ
り
、
か
つ
、

同
項
後
段
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
場
合
に
限
り
行
う
も
の
と
し
、
昇
給
さ
せ
る
場
合
の
昇
給
の
号
俸
数
は
、
勤
務
成
績
に
応
じ
て
人
事
院
規
則
で

定
め
る
基
準
に
従
い
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一

五
十
五
歳
（
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
五
十
六
歳
以
上
の
年
齢
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
も
の
）
を
超
え
る
職
員
（
専
門
ス
タ

ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
二
級
又
は
三
級
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

二

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
る
も
の

９
～

略

12
（
初
任
給
調
整
手
当
）

第
十
条
の
四

次
の
各
号
に
掲
げ
る
官
職
に
新
た
に
採
用
さ
れ
た
職
員
に
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
額
を
、
第
一
号
及
び
第
二

号
に
掲
げ
る
官
職
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
採
用
の
日
か
ら
三
十
五
年
以
内
、
第
三
号
に
掲
げ
る
官
職
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
採
用
の
日
か
ら
十
年

以
内
、
第
四
号
に
掲
げ
る
官
職
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
採
用
の
日
か
ら
五
年
以
内
の
期
間
、
採
用
の
日
（
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
官
職

に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
採
用
後
人
事
院
規
則
で
定
め
る
期
間
を
経
過
し
た
日
）
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
ご
と
に
そ
の
額
を
減
じ
て
、
初
任
給
調
整

手
当
と
し
て
支
給
す
る
。

一

医
療
職
俸
給
表

の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
官
職
の
う
ち
採
用
に
よ
る
欠
員
の
補
充
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
官
職
で
人
事
院
規
則
で
定
め

（一）
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る
も
の

月
額
四
十
一
万
九
百
円

二

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
必
要
と
し
、
か
つ
、
採
用
に
よ
る
欠
員
の
補
充
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
官
職
（
前
号
に
掲
げ
る

官
職
を
除
く
。
）
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
も
の

月
額
五
万
円

三
・
四

略

２
・
３

略

（
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
）

第
十
条
の
五

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
る
も
の
が
極
め
て
高
度
の
専
門
的
な
知
識
経
験
及
び
識

見
を
活
用
し
て
遂
行
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
業
務
で
重
要
度
及
び
困
難
度
が
特
に
高
い
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
業
務
に
従
事
す
る
こ

と
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
は
、
当
該
職
員
に
は
、
当
該
業
務
に
従
事
す
る
間
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
を
支
給
す
る
。

２

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
の
月
額
は
、
俸
給
月
額
に
百
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

３

略
（
地
域
手
当
）

第
十
一
条
の
三

地
域
手
当
は
、
当
該
地
域
に
お
け
る
民
間
の
賃
金
水
準
を
基
礎
と
し
、
当
該
地
域
に
お
け
る
物
価
等
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め

る
地
域
に
在
勤
す
る
職
員
に
支
給
す
る
。
当
該
地
域
に
近
接
す
る
地
域
の
う
ち
民
間
の
賃
金
水
準
及
び
物
価
等
に
関
す
る
事
情
が
当
該
地
域
に
準
ず
る

地
域
に
所
在
す
る
官
署
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
も
の
に
在
勤
す
る
職
員
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

２

地
域
手
当
の
月
額
は
、
俸
給
、
俸
給
の
特
別
調
整
額
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地

域
手
当
の
級
地
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

一
級
地

百
分
の
十
八

二

二
級
地

百
分
の
十
五

三

三
級
地

百
分
の
十
二

四

四
級
地

百
分
の
十

五

五
級
地

百
分
の
六

六

六
級
地

百
分
の
三

３

略

第
十
一
条
の
四

そ
の
設
置
に
特
別
の
事
情
が
あ
る
大
規
模
な
空
港
の
区
域
で
あ
つ
て
、
当
該
区
域
内
に
お
け
る
民
間
の
事
業
所
の
設
置
状
況
、
当
該
民

間
の
事
業
所
の
従
業
員
の
賃
金
等
に
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
も
の
に
在
勤
す
る
職
員
に
は
、
前
条
の

規
定
に
よ
り
こ
の
条
の
規
定
に
よ
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
以
上
の
支
給
割
合
に
よ
る
地
域
手
当
を
支
給
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、
前
条
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
俸
給
、
俸
給
の
特
別
調
整
額
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
百
分
の
十
五
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事

院
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
月
額
の
地
域
手
当
を
支
給
す
る
。
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第
十
一
条
の
五

医
療
職
俸
給
表

の
適
用
を
受
け
る
職
員
及
び
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
医
療
業
務
に
従
事
す
る
職
員
で
人
事
院
の
定

（一）

め
る
も
の
に
限
る
。
）
に
は
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
こ
の
条
の
規
定
に
よ
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
以
上
の
支
給
割
合
に
よ
る
地
域
手
当
を
支
給
さ

れ
る
場
合
を
除
き
、
当
分
の
間
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
俸
給
、
俸
給
の
特
別
調
整
額
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
百
分
の
十
五
を

乗
じ
て
得
た
月
額
の
地
域
手
当
を
支
給
す
る
。

第
十
一
条
の
六

第
十
一
条
の
三
第
一
項
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
地
域
に
所
在
す
る
官
署
又
は
同
項
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
署
（
以
下
「
地
域
手

当
支
給
官
署
」
と
い
う
。
）
が
特
別
の
法
律
に
基
づ
く
官
署
の
移
転
に
関
す
る
計
画
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
に
よ
る
移
転
（
人
事
院
規
則
で
定
め
る
移

転
に
限
る
。
）
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
移
転
の
直
後
の
官
署
の
所
在
す
る
地
域
若
し
く
は
官
署
に
係
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
（
同
条
第
二
項

各
号
に
定
め
る
割
合
を
い
う
。
）
が
当
該
移
転
の
日
の
前
日
の
官
署
の
所
在
し
て
い
た
地
域
若
し
く
は
官
署
に
係
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
（
同
条
第

二
項
各
号
に
定
め
る
割
合
を
い
う
。
以
下
「
移
転
前
の
支
給
割
合
」
と
い
う
。
）
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
と
き
、
又
は
当
該
移
転
の
直
後
の
官
署
の

所
在
す
る
地
域
若
し
く
は
官
署
が
同
条
第
一
項
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
地
域
若
し
く
は
官
署
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
移
転
を
し

た
官
署
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
特
別
移
転
官
署
」
と
い
う
。
）
に
在
勤
す
る
職
員
（
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
は

、
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
官
署
に
係
る
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
以
上
の
支
給
割
合
に
よ
る
地
域
手
当
を
支
給
さ
れ
る
期
間

を
除
き
、
前
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
事
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
一
定
の
期
間
、
俸
給
、
俸
給
の
特
別
調
整
額
、
専
門
ス
タ
ッ
フ

職
調
整
手
当
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
別
移
転
官
署
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
で
人
事
院
規
則
で
定

め
る
も
の
を
乗
じ
て
得
た
月
額
の
地
域
手
当
を
支
給
す
る
。

一

地
域
手
当
支
給
官
署
で
あ
る
特
別
移
転
官
署

移
転
前
の
支
給
割
合
を
当
該
官
署
の
所
在
す
る
地
域
又
は
当
該
官
署
に
係
る
第
十
一
条
の
三
第
二

項
各
号
に
定
め
る
割
合
に
至
る
ま
で
段
階
的
に
引
き
下
げ
た
割
合

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
特
別
移
転
官
署

移
転
前
の
支
給
割
合
を
段
階
的
に
引
き
下
げ
た
割
合

２

新
た
に
設
置
さ
れ
た
官
署
で
特
別
移
転
官
署
の
移
転
と
同
様
の
事
情
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
署
に
在
勤
す
る
職

員
（
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
は
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
官
署
に
係
る
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
以
上

の
支
給
割
合
に
よ
る
地
域
手
当
を
支
給
さ
れ
る
期
間
を
除
き
、
前
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
官
署
の
設
置
に
関
す
る
事
情
、
当
該
官
署
の
設

置
に
伴
う
職
員
の
異
動
の
状
況
等
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
一
定
の
期
間
、
俸
給
、
俸
給
の
特
別
調
整
額
、
専
門
ス
タ
ッ

フ
職
調
整
手
当
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
前
項
各
号
の
規
定
に
準
じ
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
月
額
の
地
域
手
当
を
支

給
す
る
。

３

地
域
手
当
支
給
官
署
が
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
の
事
情
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
事
情
に
よ
る
移
転
（
人
事
院
規
則
で
定
め
る
移
転
に
限
る
。
）

を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
移
転
の
直
後
の
官
署
の
所
在
す
る
地
域
若
し
く
は
官
署
に
係
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
（
第
十
一
条
の
三
第
二
項
各
号

に
定
め
る
割
合
を
い
う
。
）
が
当
該
移
転
の
日
の
前
日
の
官
署
の
所
在
し
て
い
た
地
域
若
し
く
は
官
署
に
係
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
（
同
条
第
二
項

各
号
に
定
め
る
割
合
を
い
う
。
）
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
と
き
、
又
は
当
該
移
転
の
直
後
の
官
署
の
所
在
す
る
地
域
若
し
く
は
官
署
が
同
条
第
一
項

の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
地
域
若
し
く
は
官
署
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
移
転
を
し
た
官
署
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
も
の
（
以
下

「
準
特
別
移
転
官
署
」
と
い
う
。
）
に
在
勤
す
る
職
員
（
当
該
移
転
の
日
前
か
ら
引
き
続
き
準
特
別
移
転
官
署
に
在
勤
す
る
職
員
そ
の
他
こ
れ
ら
の
職

員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
（
以
下
「
移
転
職
員
等
」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
に
は
、
人
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事
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
地
域
手
当
を
支
給
す
る
。
新
た
に
設
置
さ
れ
た
官
署
で
準
特
別
移
転
官
署
の
移
転

と
同
様
の
事
情
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
署
に
在
勤
す
る
職
員
（
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
に
限
る
。
）
に
つ
い

て
も
、
当
該
官
署
の
設
置
に
関
す
る
事
情
、
当
該
官
署
の
設
置
に
伴
う
職
員
の
異
動
の
状
況
等
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

前
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
地
域
手
当
を
支
給
す
る
。

第
十
一
条
の
七

第
十
一
条
の
三
第
一
項
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
地
域
若
し
く
は
官
署
若
し
く
は
第
十
一
条
の
四
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
空
港
の
区

域
に
在
勤
す
る
職
員
が
そ
の
在
勤
す
る
地
域
、
官
署
若
し
く
は
空
港
の
区
域
を
異
に
し
て
異
動
し
た
場
合
又
は
こ
れ
ら
の
職
員
の
在
勤
す
る
官
署
が
移

転
し
た
場
合
（
こ
れ
ら
の
職
員
が
当
該
異
動
又
は
移
転
の
日
の
前
日
に
在
勤
し
て
い
た
地
域
、
官
署
又
は
空
港
の
区
域
に
引
き
続
き
六
箇
月
を
超
え
て

在
勤
し
て
い
た
場
合
そ
の
他
当
該
場
合
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、

当
該
異
動
若
し
く
は
移
転
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
異
動
等
」
と
い
う
。
）
の
直
後
に
在
勤
す
る
地
域
、
官
署
若
し
く
は
空
港
の
区
域
に
係
る
地
域

手
当
の
支
給
割
合
（
第
十
一
条
の
三
第
二
項
各
号
に
定
め
る
割
合
又
は
第
十
一
条
の
四
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
異
動
等
後
の
支
給
割
合
」
と
い
う
。
）
が
当
該
異
動
等
の
日
の
前
日
に
在
勤
し
て
い
た
地
域
、
官
署
若
し
く
は
空
港
の
区
域
に
係
る
地
域
手
当
の

支
給
割
合
（
第
十
一
条
の
三
第
二
項
各
号
に
定
め
る
割
合
又
は
第
十
一
条
の
四
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
を
い
い
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場
合

に
は
、
当
該
支
給
割
合
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
異
動
等
前
の
支
給
割
合
」
と
い
う
。
）

に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
と
き
、
又
は
当
該
異
動
等
の
直
後
に
在
勤
す
る
地
域
、
官
署
若
し
く
は
空
港
の
区
域
が
第
十
一
条
の
三
第
一
項
の
人
事
院
規

則
で
定
め
る
地
域
若
し
く
は
官
署
若
し
く
は
第
十
一
条
の
四
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
空
港
の
区
域
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
異
動
等
の

円
滑
を
図
る
た
め
、
当
該
職
員
に
は
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
異
動
等
に
係
る
こ
の
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
以
上
の
支
給

割
合
に
よ
る
地
域
手
当
を
支
給
さ
れ
る
期
間
を
除
き
、
第
十
一
条
の
三
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
異
動
等
の
日
か
ら
二
年
を
経
過

す
る
ま
で
の
間
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
に
お
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
が
異
動
等
後
の
支
給
割
合
（
異
動
等
後
の
支
給
割
合
が
当
該
異
動
等

の
後
に
改
定
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
改
定
後
の
異
動
等
後
の
支
給
割
合
）
以
下
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
以
下
と
な
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
俸
給
、
俸
給
の
特
別
調
整
額
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
次
の
各
号
に
掲

げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
月
額
の
地
域
手
当
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
職
員
が
当
該
異
動
等
の
日
か
ら

二
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
更
に
在
勤
す
る
地
域
、
官
署
又
は
空
港
の
区
域
を
異
に
し
て
異
動
し
た
場
合
そ
の
他
人
事
院
の
定
め
る
場
合
に
お
け
る

当
該
職
員
に
対
す
る
地
域
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

当
該
異
動
等
の
日
か
ら
同
日
以
後
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間

異
動
等
前
の
支
給
割
合
（
異
動
等
前
の
支
給
割
合
が
当
該
異
動
等
の
後
に

改
定
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
異
動
等
の
日
の
前
日
の
異
動
等
前
の
支
給
割
合
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

二

当
該
異
動
等
の
日
か
ら
同
日
以
後
二
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
（
前
号
に
掲
げ
る
期
間
を
除
く
。
）

異
動
等
前
の
支
給
割
合
に
百
分
の
八

十
を
乗
じ
て
得
た
割
合

２

前
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
署
に
在
勤
す
る
職
員
（
こ
れ
ら
の
規
定
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
若

し
く
は
同
条
第
三
項
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
署
に
在
勤
す
る
職
員
（
移
転
職
員
等
及
び
同
項
後
段
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
に
限
る
。
）
が

そ
の
在
勤
す
る
官
署
を
異
に
し
て
異
動
し
た
場
合
又
は
こ
れ
ら
の
職
員
の
在
勤
す
る
官
署
が
移
転
し
た
場
合
（
こ
れ
ら
の
職
員
が
当
該
異
動
又
は
移
転

の
日
の
前
日
に
在
勤
し
て
い
た
官
署
に
引
き
続
き
六
箇
月
を
超
え
て
在
勤
し
て
い
た
場
合
そ
の
他
当
該
場
合
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
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場
合
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
該
異
動
若
し
く
は
移
転
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
異
動
等
」
と
い
う
。
）
の

直
後
に
在
勤
す
る
地
域
、
官
署
若
し
く
は
空
港
の
区
域
に
係
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
（
第
十
一
条
の
三
第
二
項
各
号
に
定
め
る
割
合
又
は
第
十
一
条

の
四
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
異
動
等
後
の
支
給
割
合
」
と
い
う
。
）
が
当
該
異
動
等
の
日
の
前
日
に
在
勤

し
て
い
た
官
署
に
引
き
続
き
在
勤
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
官
署
に
係
る
前
条
の
規
定
に
よ
る
当
該
異
動
等
の
日
の
地
域
手
当
の
支
給
割

合
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
と
き
、
又
は
当
該
異
動
等
の
直
後
に
在
勤
す
る
地
域
、
官
署
若
し
く
は
空
港
の
区
域
が
第
十
一
条
の
三
第
一
項
の
人
事
院

規
則
で
定
め
る
地
域
若
し
く
は
官
署
若
し
く
は
第
十
一
条
の
四
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
空
港
の
区
域
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
職

員
に
は
、
前
二
条
又
は
前
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
次
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
異
動
等
に
係
る
こ
の
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
以
上

の
支
給
割
合
に
よ
る
地
域
手
当
を
支
給
さ
れ
る
期
間
を
除
き
、
第
十
一
条
の
三
か
ら
前
条
ま
で
又
は
前
項
若
し
く
は
次
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
異
動
等
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
に
お
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
が
異
動
等
後
の
支
給
割
合
以
下
と

な
る
と
き
は
、
そ
の
以
下
と
な
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
俸
給
、
俸
給
の
特
別
調
整
額
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整

手
当
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
当
該
各
号
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
月
額
の
地
域
手
当
を
支

給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
職
員
が
当
該
異
動
等
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
更
に
在
勤
す
る
地
域
、
官
署
又
は
空
港
の
区
域
を
異
に
し
て

異
動
し
た
場
合
そ
の
他
人
事
院
の
定
め
る
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
に
対
す
る
地
域
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

当
該
異
動
等
の
日
か
ら
同
日
以
後
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間

当
該
異
動
等
の
日
の
前
日
に
在
勤
し
て
い
た
官
署
に
引
き
続
き
在
勤
す
る

も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
官
署
に
係
る
前
条
の
規
定
に
よ
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
（
次
号
に
お
い
て
「
み
な
し
特
例
支
給
割
合
」
と
い
う
。
）

二

当
該
異
動
等
の
日
か
ら
同
日
以
後
二
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
（
前
号
に
掲
げ
る
期
間
を
除
く
。
）

み
な
し
特
例
支
給
割
合
に
百
分
の
八

十
を
乗
じ
て
得
た
割
合

３

検
察
官
で
あ
つ
た
者
又
は
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
の
職
員
、
特

別
職
に
属
す
る
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
若
し
く
は
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
そ
の
他
そ
の
業
務
が
国
の
事
務
若
し
く
は
事
業
と
密
接
な
関
連
を
有

す
る
法
人
の
う
ち
人
事
院
規
則
で
定
め
る
も
の
に
使
用
さ
れ
る
者
（
以
下
「
特
定
独
立
行
政
法
人
職
員
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
た
者
が
、
引
き
続
き

俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
り
、
第
十
一
条
の
三
第
二
項
第
一
号
の
一
級
地
に
係
る
地
域
及
び
官
署
以
外
の
地
域
又
は
官
署
に
在
勤
す
る
こ
と

と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
任
用
の
事
情
、
当
該
在
勤
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
の
前
日
に
お
け
る
勤
務
地
等
を
考
慮
し
て
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
地
域

手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
職
員
に
は
、
人
事
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

規
定
に
準
じ
て
、
地
域
手
当
を
支
給
す
る
。

（
広
域
異
動
手
当
）

第
十
一
条
の
八

職
員
が
そ
の
在
勤
す
る
官
署
を
異
に
し
て
異
動
し
た
場
合
又
は
職
員
の
在
勤
す
る
官
署
が
移
転
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
異
動
又
は

移
転
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
異
動
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
き
人
事
院
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
官
署
間
の
距
離
（
異
動
等
の
日
の

前
日
に
在
勤
し
て
い
た
官
署
の
所
在
地
と
当
該
異
動
等
の
直
後
に
在
勤
す
る
官
署
の
所
在
地
と
の
間
の
距
離
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

及
び
住
居
と
官
署
と
の
間
の
距
離
（
異
動
等
の
直
前
の
住
居
と
当
該
異
動
等
の
直
後
に
在
勤
す
る
官
署
の
所
在
地
と
の
間
の
距
離
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
い
ず
れ
も
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
と
き
（
当
該
住
居
と
官
署
と
の
間
の
距
離
が
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る

場
合
で
あ
つ
て
、
通
勤
に
要
す
る
時
間
等
を
考
慮
し
て
当
該
住
居
と
官
署
と
の
間
の
距
離
が
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
場
合
に
相
当
す
る
と
認
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め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場
合
を
含
む
。
）
は
、
当
該
職
員
に
は
、
当
該
異
動
等
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
俸

給
、
俸
給
の
特
別
調
整
額
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
当
該
異
動
等
に
係
る
官
署
間
の
距
離
の
次
の
各
号
に
掲

げ
る
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
月
額
の
広
域
異
動
手
当
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
異
動
等
に
当
た
り
一
定
の
期
間
内

に
当
該
異
動
等
の
日
の
前
日
に
在
勤
し
て
い
た
官
署
へ
の
異
動
等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
そ
の
他
の
広
域
異
動
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
適
当
と
認

め
ら
れ
な
い
場
合
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

三
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

百
分
の
六

二

六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満

百
分
の
三

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
広
域
異
動
手
当
を
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
職
員
の
う
ち
、
当
該
支
給
に
係
る
異
動
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
当
初
広
域

異
動
等
」
と
い
う
。
）
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
の
異
動
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
再
異
動
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
前
項
の
規

定
に
よ
り
更
に
広
域
異
動
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
再
異
動
等
に
係
る
広
域
異
動
手
当
の
支
給
割
合
が
当
初
広
域
異

動
等
に
係
る
広
域
異
動
手
当
の
支
給
割
合
を
上
回
る
と
き
又
は
当
初
広
域
異
動
等
に
係
る
広
域
異
動
手
当
の
支
給
割
合
と
同
一
の
割
合
と
な
る
と
き
に

あ
つ
て
は
当
該
再
異
動
等
の
日
以
後
は
当
初
広
域
異
動
等
に
係
る
広
域
異
動
手
当
を
支
給
せ
ず
、
当
該
再
異
動
等
に
係
る
広
域
異
動
手
当
の
支
給
割
合

が
当
初
広
域
異
動
等
に
係
る
広
域
異
動
手
当
の
支
給
割
合
を
下
回
る
と
き
に
あ
つ
て
は
当
初
広
域
異
動
等
に
係
る
広
域
異
動
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
期
間
は
当
該
再
異
動
等
に
係
る
広
域
異
動
手
当
を
支
給
し
な
い
。

３
～
５

略

（
通
勤
手
当
）

第
十
二
条

通
勤
手
当
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
に
支
給
す
る
。

一

略

二

通
勤
の
た
め
自
動
車
そ
の
他
の
交
通
の
用
具
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
自
動
車
等
」
と
い
う
。
）
を
使
用
す
る
こ
と
を
常
例
と
す

る
職
員
（
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
通
勤
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
職
員
以
外
の
職
員
で
あ
つ
て
自
動
車
等
を
使
用
し
な
い
で
徒
歩
に

よ
り
通
勤
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
通
勤
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
及
び
次
号
に
掲
げ
る
職
員
を
除
く
。
）

三

通
勤
の
た
め
交
通
機
関
等
を
利
用
し
て
そ
の
運
賃
等
を
負
担
し
、
か
つ
、
自
動
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
職
員
（
交
通
機
関
等
を
利

用
し
、
又
は
自
動
車
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
通
勤
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
職
員
以
外
の
職
員
で
あ
つ
て
、
交
通
機
関
等
を
利
用
せ
ず
、
か

つ
、
自
動
車
等
を
使
用
し
な
い
で
徒
歩
に
よ
り
通
勤
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
通
勤
距
離
が
片
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

２

通
勤
手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

略

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員

次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
支
給
単
位
期
間
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額
（
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
の
う
ち
、
支
給
単
位
期
間
当
た
り
の
通
勤
回
数
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
か
ら
、
そ
の
額
に
人
事
院
規

則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
）

イ

自
動
車
等
の
使
用
距
離
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
使
用
距
離
」
と
い
う
。
）
が
片
道
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
職
員

二
千
円

ロ

使
用
距
離
が
片
道
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
職
員

四
千
百
円
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ハ

使
用
距
離
が
片
道
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
職
員

六
千
五
百
円

ニ

使
用
距
離
が
片
道
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
職
員

八
千
九
百
円

ホ

使
用
距
離
が
片
道
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
職
員

一
万
千
三
百
円

ヘ

使
用
距
離
が
片
道
二
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
職
員

一
万
三
千
七
百
円

ト

使
用
距
離
が
片
道
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
職
員

一
万
六
千
百
円

チ

使
用
距
離
が
片
道
三
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
職
員

一
万
八
千
五
百
円

リ

使
用
距
離
が
片
道
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
四
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
職
員

二
万
九
百
円

ヌ

使
用
距
離
が
片
道
四
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
職
員

二
万
千
八
百
円

ル

使
用
距
離
が
片
道
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
職
員

二
万
二
千
七
百
円

ヲ

使
用
距
離
が
片
道
五
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
職
員

二
万
三
千
六
百
円

ワ

使
用
距
離
が
片
道
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
職
員

二
万
四
千
五
百
円

三

略

３
～
９

略

（
単
身
赴
任
手
当
）

第
十
二
条
の
二

官
署
を
異
に
す
る
異
動
又
は
在
勤
す
る
官
署
の
移
転
に
伴
い
、
住
居
を
移
転
し
、
父
母
の
疾
病
そ
の
他
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
や
む

を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
同
居
し
て
い
た
配
偶
者
と
別
居
す
る
こ
と
と
な
つ
た
職
員
で
、
当
該
異
動
又
は
官
署
の
移
転
の
直
前
の
住
居
か
ら
当
該
異
動

又
は
官
署
の
移
転
の
直
後
に
在
勤
す
る
官
署
に
通
勤
す
る
こ
と
が
通
勤
距
離
等
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
、
単
身
で
生
活
す
る
こ
と
を
常
況
と
す
る
職
員
に
は
、
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
配
偶
者
の
住
居
か
ら
在
勤

す
る
官
署
に
通
勤
す
る
こ
と
が
、
通
勤
距
離
等
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

２

単
身
赴
任
手
当
の
月
額
は
、
二
万
三
千
円
（
人
事
院
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
職
員
の
住
居
と
配
偶
者
の
住
居
と
の
間
の
交
通
距
離

（
以
下
単
に
「
交
通
距
離
」
と
い
う
。
）
が
人
事
院
規
則
で
定
め
る
距
離
以
上
で
あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
、
四
万
五
千
円
を
超
え
な
い
範

囲
内
で
交
通
距
離
の
区
分
に
応
じ
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額
）
と
す
る
。

３
・
４

略

（
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
）

第
十
九
条
の
三

管
理
監
督
職
員
若
し
く
は
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
二
級
以
上
で
あ
る
も
の
（
以
下
「
管

理
監
督
職
員
等
」
と
い
う
。
）
又
は
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
が
臨
時
又
は
緊
急
の
必
要
そ
の
他
の
公
務
の
運
営
の
必
要
に
よ
り
勤
務
時

間
法
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
及
び
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
く
週
休
日
又
は
祝
日
法
に
よ
る
休
日
等
若
し
く
は
年
末
年
始
の
休
日
等
に
勤
務
し
た
場
合

は
、
当
該
職
員
に
は
、
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
。

２

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勤
務
一
回
に
つ
き
、
管
理
監
督
職
員
等
に
あ
つ
て
は
一
万
二
千
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
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お
い
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
額
、
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
当
該
額
の
う
ち
最
高
の
も
の
に
百
分
の
百
五
十
を
乗
じ
て
得

た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
勤
務
に
従
事
す
る
時
間
等
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
勤
務
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
額

に
百
分
の
百
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

３

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
。

（
期
末
手
当
）

第
十
九
条
の
四

略

２
・
３

略

４

第
二
項
の
期
末
手
当
基
礎
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
（
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
若

し
く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在
。
附
則
第
八
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
職
員
が
受
け
る
べ
き
俸
給
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整

手
当
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
並
び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
地
域
手
当
及
び
広
域
異
動
手
当
の
月
額
並
び
に
俸
給
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
に
対
す
る
研
究
員

調
整
手
当
の
月
額
の
合
計
額
と
す
る
。

５

行
政
職
俸
給
表

の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
三
級
以
上
で
あ
る
も
の
、
同
表
及
び
指
定
職
俸
給
表
以
外
の
各
俸
給
表
の
適
用
を
受

（一）

け
る
職
員
で
職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
を
考
慮
し
て
こ
れ
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て
当
該
各
俸
給
表
に
つ
き
人
事
院
規
則
で
定
め
る
も
の

並
び
に
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
合
計
額
に
、
俸
給
及
び
専
門
ス
タ
ッ

フ
職
調
整
手
当
の
月
額
並
び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
地
域
手
当
及
び
広
域
異
動
手
当
の
月
額
並
び
に
俸
給
の
月
額
に
対
す
る
研
究
員
調
整
手
当
の
月
額
の

合
計
額
に
官
職
の
職
制
上
の
段
階
、
職
務
の
級
等
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
て
百
分
の
二
十
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人

事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
人
事
院
規
則
で
定
め
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
に
あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
俸
給
月
額
に
百

分
の
二
十
五
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
）
を
加
算
し
た
額
を
第
二
項
の
期
末
手
当
基
礎
額

と
す
る
。

６

略
（
勤
勉
手
当
）

第
十
九
条
の
七

勤
勉
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
八
項
第
七
号
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）

に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員
に
対
し
、
そ
の
者
の
基
準
日
以
前
に
お
け
る
直
近
の
人
事
評
価
の
結
果
及
び
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る

勤
務
の
状
況
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
日
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、

若
し
く
は
国
家
公
務
員
法
第
三
十
八
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
（
人
事
院
規
則
で
定
め

る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

２

勤
勉
手
当
の
額
は
、
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
、
各
庁
の
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
人
事
院
規
則
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
定
め
る
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
各
庁
の
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
支
給
す
る
勤
勉
手
当
の
額
の
、
そ
の
者
に
所
属
す
る
次
の
各
号

に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
ご
と
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

一

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員

次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額
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イ

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
当
該
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
（
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し

、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在
。
次
項
及
び
附
則
第
八
項
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
お
い
て
受
け
る
べ
き
扶
養
手
当
の
月
額
並
び
に
こ
れ
に
対
す
る
地
域
手
当
、
広
域
異
動
手
当
及
び
研
究
員
調
整
手
当
の
月
額
の
合
計
額
を
加
算

し
た
額
に
百
分
の
六
十
七
・
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
八
十
七
・
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

ロ

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
七
十
七
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

二

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員

次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

イ

ロ
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
三
十
二
・
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
四
十
二
・

五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

ロ

指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員

当
該
職
員
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

３

前
項
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
に
お
い
て
職
員
が
受
け
る
べ
き
俸
給
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
の
月
額
並
び
に

こ
れ
ら
に
対
す
る
地
域
手
当
及
び
広
域
異
動
手
当
の
月
額
並
び
に
俸
給
の
月
額
に
対
す
る
研
究
員
調
整
手
当
の
月
額
の
合
計
額
と
す
る
。

４

第
十
九
条
の
四
第
五
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
五
項
中
「
前
項
」
と
あ
る

の
は
、
「
第
十
九
条
の
七
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

略
（
特
定
の
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
）

第
十
九
条
の
八

略

２

略

３

第
十
条
の
四
、
第
十
一
条
、
第
十
一
条
の
二
、
第
十
一
条
の
五
か
ら
第
十
一
条
の
七
ま
で
、
第
十
一
条
の
九
、
第
十
一
条
の
十
、
第
十
二
条
の
二
、

第
十
三
条
の
二
及
び
第
十
四
条
の
規
定
は
、
再
任
用
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。

（
非
常
勤
職
員
の
給
与
）

第
二
十
二
条

委
員
、
顧
問
若
し
く
は
参
与
の
職
に
あ
る
者
又
は
人
事
院
の
指
定
す
る
こ
れ
ら
に
準
ず
る
職
に
あ
る
者
で
、
常
勤
を
要
し
な
い
職
員
（
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
勤
務
一
日
に
つ
き
、
三
万
四
千
九
百
円
（
そ
の
額
に
よ
り
難
い
特
別
の
事

情
が
あ
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
万
円
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
各
庁
の
長
が
人
事
院
の
承
認
を
得
て

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

略

（
休
職
者
の
給
与
）

第
二
十
三
条

職
員
が
公
務
上
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
通
勤
（
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）

第
一
条
の
二
に
規
定
す
る
通
勤
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
国
家
公
務
員
法
第
七
十
九
条
第
一
号
に
掲
げ

る
事
由
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
中
、
こ
れ
に
給
与
の
全
額
を
支
給
す
る
。
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２

職
員
が
結
核
性
疾
患
に
か
か
り
国
家
公
務
員
法
第
七
十
九
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
が
満

二
年
に
達
す
る
ま
で
は
、
こ
れ
に
俸
給
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
広
域
異
動
手
当
、
研
究
員
調
整
手
当
、
住
居
手
当
及
び
期
末
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
百

分
の
八
十
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

職
員
が
前
二
項
以
外
の
心
身
の
故
障
に
よ
り
国
家
公
務
員
法
第
七
十
九
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
休
職

の
期
間
が
満
一
年
に
達
す
る
ま
で
は
、
こ
れ
に
俸
給
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
広
域
異
動
手
当
、
研
究
員
調
整
手
当
、
住
居
手
当
及
び
期
末
手
当
の

そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
八
十
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

略

５

職
員
が
国
家
公
務
員
法
第
七
十
九
条
に
基
づ
く
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場
合
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
休
職
の
期
間
中
、
人
事
院

規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
こ
れ
に
俸
給
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
広
域
異
動
手
当
、
研
究
員
調
整
手
当
、
住
居
手
当
及
び
期
末
手
当
の
そ
れ

ぞ
れ
百
分
の
百
以
内
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
～
８

略
附

則

８

当
分
の
間
、
職
員
（
次
の
表
の
俸
給
表
欄
に
掲
げ
る
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
再
任
用
職
員
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
そ
の
職
務
の
級
が
次
の

表
の
職
務
の
級
欄
に
掲
げ
る
職
務
の
級
以
上
で
あ
る
者
で
あ
つ
て
そ
の
号
俸
が
そ
の
職
務
の
級
に
お
け
る
最
低
の
号
俸
で
な
い
も
の
に
限
る
。
以
下
こ

の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
特
定
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
次
に
掲
げ
る
給
与
の
支
給
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
特
定
職
員
が
五
十
五
歳
に
達
し
た

日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
（
特
定
職
員
以
外
の
者
が
五
十
五
歳
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
後
に
特
定
職
員
と
な
つ
た
場
合
に

あ
つ
て
は
、
特
定
職
員
と
な
つ
た
日
）
以
後
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
給
与
の
額
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
相
当
す
る
額
を
減
ず
る
。

一

俸
給
月
額

当
該
特
定
職
員
の
俸
給
月
額
（
当
該
特
定
職
員
が
附
則
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
本
文

の
規
定
に
よ
り
半
額
を
減
ぜ
ら
れ
た
俸
給
月
額
。
以
下
同
じ
。
）
に
百
分
の
一
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
特
定
職
員
の
俸
給
月
額
に
百
分
の
九

十
八
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
が
、
当
該
特
定
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
低
の
号
俸
の
俸
給
月
額
（
当
該
特
定
職
員
が
同
項
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
最
低
の
号
俸
の
俸
給
月
額
か
ら
そ
の
半
額
を
減
じ
た
額
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
達
し
な
い
場
合
（
以
下
こ
の
項
、
附
則
第
十
項
及
び
第
十
一
項
に
お
い
て
「
最
低
号
俸
に
達
し
な
い
場
合
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、

当
該
特
定
職
員
の
俸
給
月
額
か
ら
当
該
特
定
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
低
の
号
俸
の
俸
給
月
額
を
減
じ
た
額
（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則

第
十
項
に
お
い
て
「
俸
給
月
額
減
額
基
礎
額
」
と
い
う
。
）
）

二

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当

当
該
特
定
職
員
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
の
月
額
に
百
分
の
一
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
最
低
号
俸
に
達
し

な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
定
職
員
の
俸
給
月
額
か
ら
当
該
特
定
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
低
の
号
俸
の
俸
給
月
額
を
減
じ
た
額

に
百
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
減
額
基
礎
額
」
と
い
う
。
）
）

三

地
域
手
当

当
該
特
定
職
員
の
俸
給
月
額
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
の
月
額
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
に
百
分
の
一
・
五
を
乗
じ
て
得

た
額
（
最
低
号
俸
に
達
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
俸
給
月
額
減
額
基
礎
額
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
減
額
基
礎
額
に
対
す
る
地
域
手
当
の

月
額
）

四

広
域
異
動
手
当

当
該
特
定
職
員
の
俸
給
月
額
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
の
月
額
に
対
す
る
広
域
異
動
手
当
の
月
額
に
百
分
の
一
・
五
を
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乗
じ
て
得
た
額
（
最
低
号
俸
に
達
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
俸
給
月
額
減
額
基
礎
額
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
減
額
基
礎
額
に
対
す
る
広

域
異
動
手
当
の
月
額
）

五

略

六

期
末
手
当

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
に
お
い
て
当
該
特
定
職
員
が
受
け
る
べ
き
俸
給
月
額
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
の
月
額
並
び
に

こ
れ
ら
に
対
す
る
地
域
手
当
及
び
広
域
異
動
手
当
の
月
額
並
び
に
俸
給
月
額
に
対
す
る
研
究
員
調
整
手
当
の
月
額
の
合
計
額
（
第
十
九
条
の
四
第
五

項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
合
計
額
に
、
当
該
合
計
額
に
同
項
に
規
定
す
る
百
分
の
二
十
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院

規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
同
項
に
規
定
す
る
人
事
院
規
則
で
定
め
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
に
あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に

、
俸
給
月
額
に
同
項
に
規
定
す
る
百
分
の
二
十
五
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
）
を
加
算

し
た
額
）
に
、
当
該
特
定
職
員
に
支
給
さ
れ
る
期
末
手
当
に
係
る
同
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
規
定
す
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当

該
特
定
職
員
に
支
給
さ
れ
る
期
末
手
当
に
係
る
同
項
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
百
分
の
一
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
最
低
号
俸
に

達
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
に
お
い
て
当
該
特
定
職
員
が
受
け
る
べ
き
俸
給
月
額
減
額
基
礎
額
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ

職
調
整
手
当
減
額
基
礎
額
並
び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
地
域
手
当
及
び
広
域
異
動
手
当
の
月
額
並
び
に
俸
給
月
額
減
額
基
礎
額
に
対
す
る
研
究
員
調
整

手
当
の
月
額
の
合
計
額
（
同
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
合
計
額
に
、
当
該
合
計
額
に
同
項
に
規
定
す
る
百
分
の

二
十
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
同
項
に
規
定
す
る
人
事
院
規
則
で
定
め
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
に

あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
、
俸
給
月
額
減
額
基
礎
額
に
同
項
に
規
定
す
る
百
分
の
二
十
五
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る

割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
）
を
加
算
し
た
額
）
に
、
当
該
特
定
職
員
に
支
給
さ
れ
る
期
末
手
当
に
係
る
同
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の

部
分
に
規
定
す
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
特
定
職
員
に
支
給
さ
れ
る
期
末
手
当
に
係
る
同
項
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
）

七

勤
勉
手
当

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
に
お
い
て
当
該
特
定
職
員
が
受
け
る
べ
き
俸
給
月
額
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
の
月
額
並
び
に

こ
れ
ら
に
対
す
る
地
域
手
当
及
び
広
域
異
動
手
当
の
月
額
並
び
に
俸
給
月
額
に
対
す
る
研
究
員
調
整
手
当
の
月
額
の
合
計
額
（
第
十
九
条
の
七
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
の
四
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
合
計
額
に
、
当
該
合
計
額
に
同
項
に
規
定
す
る

百
分
の
二
十
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
同
項
に
規
定
す
る
人
事
院
規
則
で
定
め
る
管
理
又
は
監
督
の

地
位
に
あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
、
俸
給
月
額
に
同
項
に
規
定
す
る
百
分
の
二
十
五
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
）
を
加
算
し
た
額
。
附
則
第
十
一
項
に
お
い
て
「
勤
勉
手
当
減
額
対
象
額
」
と
い
う
。
）
に
、
当
該
特
定
職
員
に

支
給
さ
れ
る
勤
勉
手
当
に
係
る
第
十
九
条
の
七
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
に
百
分
の
一
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
最
低
号
俸

に
達
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
に
お
い
て
当
該
特
定
職
員
が
受
け
る
べ
き
俸
給
月
額
減
額
基
礎
額
及
び
専
門
ス
タ
ッ

フ
職
調
整
手
当
減
額
基
礎
額
並
び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
地
域
手
当
及
び
広
域
異
動
手
当
の
月
額
並
び
に
俸
給
月
額
減
額
基
礎
額
に
対
す
る
研
究
員
調

整
手
当
の
月
額
の
合
計
額
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
の
四
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
合
計
額

に
、
当
該
合
計
額
に
同
項
に
規
定
す
る
百
分
の
二
十
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
同
項
に
規
定
す
る
人

事
院
規
則
で
定
め
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
に
あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
、
俸
給
月
額
減
額
基
礎
額
に
同
項
に
規
定
す
る
百
分
の
二
十
五

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
）
を
加
算
し
た
額
。
附
則
第
十
一
項
に
お
い
て
「
勤
勉
手
当

減
額
基
礎
額
」
と
い
う
。
）
に
、
当
該
特
定
職
員
に
支
給
さ
れ
る
勤
勉
手
当
に
係
る
第
十
九
条
の
七
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た

額
）



- 12 -

八

略

俸
給
表

職
務
の
級

行
政
職
俸
給
表

六
級

（一）

専
門
行
政
職
俸
給
表

四
級

税
務
職
俸
給
表

六
級

公
安
職
俸
給
表

七
級

（一）

公
安
職
俸
給
表

六
級

（二）

海
事
職
俸
給
表

六
級

（一）

教
育
職
俸
給
表

四
級

（一）

研
究
職
俸
給
表

五
級

医
療
職
俸
給
表

六
級

（二）

医
療
職
俸
給
表

六
級

（三）

福
祉
職
俸
給
表

五
級

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表

一
級

附
則
第
八
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
、
第
十
九
条
の
七
第
二
項
第
一
号
イ
に
定
め
る
額
は
、
同
号
イ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
イ
の
規
定
に

11
よ
り
算
出
し
た
額
か
ら
、
同
号
イ
に
掲
げ
る
職
員
で
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
が
減
ぜ
ら
れ
て
支
給
さ
れ
る
も
の
の
勤
勉
手
当
減
額
対
象
額
に

百
分
の
一
・
〇
一
二
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
一
・
三
一
二
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
（
最
低
号
俸
に
達
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、

勤
勉
手
当
減
額
基
礎
額
に
百
分
の
六
十
七
・
五
（
特
定
管
理
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
八
十
七
・
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
）
の
総
額
に
相
当
す
る
額

を
減
じ
た
額
と
す
る
。

○

国
家
公
務
員
の
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
号
）
（
抄
）

（
寒
冷
地
手
当
の
支
給
）

第
一
条

国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
一
般
職
に
属
す
る
職
員
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
単
に

「
職
員
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
毎
年
十
一
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
各
月
の
初
日
（
次
条
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
次
に
掲
げ

る
職
員
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
職
員
（
常
時
勤
務
に
服
す
る
職
員
に
限
り
、
同
法
第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
「
支
給
対
象
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
。
次
条
に
お
い
て
「
一
般
職
給
与
法
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
給
与
の
ほ
か
、
予
算
の
範
囲
内
で
寒
冷
地
手
当
を
支
給

す
る
。

一

別
表
に
掲
げ
る
地
域
に
在
勤
す
る
職
員

二

別
表
に
掲
げ
る
地
域
以
外
の
地
域
に
所
在
す
る
官
署
の
う
ち
そ
の
所
在
す
る
地
域
の
寒
冷
及
び
積
雪
の
度
を
考
慮
し
て
同
表
に
掲
げ
る
地
域
に
所
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在
す
る
官
署
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
官
署
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
在
勤
す
る
職
員
で
あ
つ
て
同
表
に
掲
げ
る
地

域
又
は
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
区
域
に
居
住
す
る
も
の

（
寒
冷
地
手
当
の
額
）

第
二
条

前
条
第
一
号
に
係
る
支
給
対
象
職
員
の
寒
冷
地
手
当
の
額
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
地
域
の
区
分
及
び
基
準
日
に
お
け
る
職
員
の
世
帯
等
の
区
分

に
応
じ
、
同
表
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

世

帯

等

の

区

分

世

帯

主

で

あ

る

職

員

扶
養
親
族
の
あ
る
職
員

そ
の
他
の
世
帯
主
で
あ
る
職
員

一
級
地

二
六
、
三
八
〇
円

一
四
、
三
八
〇
円

一
〇
、
三
四
〇
円

二
級
地

二
三
、
三
六
〇
円

一
三
、
〇
六
〇
円

八
、
八
〇
〇
円

三
級
地

二
二
、
五
四
〇
円

一
二
、
八
六
〇
円

八
、
六
〇
〇
円

四
級
地

一
七
、
八
〇
〇
円

一
〇
、
二
〇
〇
円

七
、
三
六
〇
円

備
考

「
扶
養
親
族
の
あ
る
職
員
」
に
は
、
扶
養
親
族
の
あ
る
職
員
で
あ
つ
て
別
表
に
掲
げ
る
地
域
に
居
住
す
る
扶
養
親
族
の
な
い
も
の
の
う
ち
、

一
般
職
給
与
法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
さ
れ
る
も
の
（
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
及

び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

２

前
条
第
二
号
に
係
る
支
給
対
象
職
員
の
寒
冷
地
手
当
の
額
は
、
基
準
日
に
お
け
る
前
項
の
表
に
掲
げ
る
職
員
の
世
帯
等
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
四
級

地
の
項
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

３

次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
支
給
対
象
職
員
の
寒
冷
地
手
当
の
額
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各
号
に
定
め

る
額
と
す
る
。

一

一
般
職
給
与
法
第
二
十
三
条
第
二
項
、
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
の
支
給
を
受
け
る
職
員

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
額
に
そ
の
者

の
俸
給
の
支
給
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
た
同
条
第
二
項
、
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

二

一
般
職
給
与
法
附
則
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
額
か
ら
そ
の
半
額
を
減
じ
た
額

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
家
公
務
員
法
第
八
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
停
職
に
さ
れ
て
い
る
職
員
そ
の
他
の
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
職

員

零

４

支
給
対
象
職
員
が
次
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
支
給
対
象
職
員
の
寒
冷
地
手
当
の
額
は
、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一

項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
額
と
す
る
。

一

基
準
日
に
お
い
て
前
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
支
給
対
象
職
員
が
、
当
該
基
準
日
の
翌
日
か
ら
当
該
基
準
日
の
属
す
る

月
の
末
日
ま
で
の
間
に
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
支
給
対
象
職
員
と
な
つ
た
場
合

二

基
準
日
に
お
い
て
前
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
支
給
対
象
職
員
が
、
当
該
基
準
日
の
翌
日
か
ら
当
該
基
準
日
の
属
す
る
月

の
末
日
ま
で
の
間
に
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
支
給
対
象
職
員
と
な
つ
た
場
合

三

前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
準
ず
る
場
合
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
場
合

そ
の
他
の
職
員

地

域

の

区
分
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５

第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
地
域
の
区
分
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

（
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
委
任
）

第
三
条

前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
寒
冷
地
手
当
の
支
給
日
、
支
給
方
法
そ
の
他
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
条
、
前
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
前
項
に
規
定
す
る
定
め
を
す
る
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
の
勧
告
に
基
づ

い
て
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
防
衛
省
の
職
員
へ
の
準
用
）

第
五
条

第
一
条
、
第
二
条
（
第
三
項
第
二
号
を
除
く
。
）
及
び
第
三
条
の
規
定
は
、
国
家
公
務
員
法
第
二
条
第
三
項
第
十
六
号
に
規
定
す
る
職
員
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
内
閣
総
理
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
防
衛
大
臣
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条

同
法
第
八
十
一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
四
十
四

条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
五
第
一
項
又
は
第
四
十
五
条

の
二
第
一
項

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法

第
九
十
五
号
。
次
条
に
お
い
て
「
一
般
職
給
与
法
」
と
い
う
。
）

律
第
二
百
六
十
六
号
）

第
二
条
第
一
項

掲
げ
る
額

掲
げ
る
額
（
政
令
で
定
め
る
自
衛
官
に
あ
つ
て
は
、
同
表
に
掲

げ
る
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
防

衛
大
臣
が
定
め
る
額
）

第

二

条

第

一

項

一
般
職
給
与
法

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
第
十
四
条
第
二
項
に

の
表
備
考

お
い
て
準
用
す
る
一
般
職
給
与
法

第
二
条
第
二
項

掲
げ
る
額

掲
げ
る
額
（
政
令
で
定
め
る
自
衛
官
に
あ
つ
て
は
、
同
表
四
級

地
の
項
に
掲
げ
る
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
超
え
な
い

範
囲
内
で
防
衛
大
臣
が
定
め
る
額
）

第

二

条

第

三

項

一
般
職
給
与
法
第
二
十
三
条
第
二
項
、
第
三
項
又
は
第
五
項

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
第
二
項

第
一
号

、
第
三
項
又
は
第
五
項

第

二

条

第

三

項

国
家
公
務
員
法
第
八
十
二
条

自
衛
隊
法
第
四
十
六
条

第
三
号

第
三
条
第
二
項

人
事
院
の
勧
告
に
基
づ
い
て

一
般
職
に
属
す
る
国
家
公
務
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し
て
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別
表
（
第
一
条
、
第
二
条
関
係
）

地
域
の

区
分

一
級
地

北
海
道
の
う
ち

旭
川
市

帯
広
市

北
見
市

夕
張
市

芦
別
市

赤
平
市

士
別
市

名
寄
市

滝
川
市

砂
川
市

歌
志
内
市

深
川
市

富
良

野
市

後
志
支
庁
管
内
の
う
ち

虻
田
郡

岩
内
郡
の
う
ち
共
和
町

余
市
郡
の
う
ち
赤
井
川
村

空
知
支
庁
管
内
の
う
ち

空
知
郡
の
う
ち
奈
井
江
町
及
び
上
砂
川
町

樺
戸
郡
の
う
ち
浦
臼
町
及
び
新
十
津
川
町

雨
竜
郡

上
川
支
庁
管
内

留
萌
支
庁
管
内
の
う
ち

天
塩
郡
の
う
ち
幌
延
町

宗
谷
支
庁
管
内
の
う
ち

宗
谷
郡

枝
幸
郡
の
う
ち
浜
頓
別
町
、
中
頓
別
町
及
び
歌
登
町

天
塩
郡

網
走
支
庁
管
内

胆
振
支
庁
管
内
の
う
ち

有
珠
郡
の
う
ち
大
滝
村

勇
払
郡
の
う
ち
早
来
町
、
追
分
町
、
厚
真
町
及
び
穂
別
町

日
高
支
庁
管
内
の
う
ち

沙
流
郡
の
う
ち
日
高
町
及
び
平
取
町

十
勝
支
庁
管
内
の
う
ち

河
東
郡

上
川
郡
の
う
ち
清
水
町

河
西
郡

広
尾
郡
の
う
ち
忠
類
村
及
び
大
樹
町

中
川
郡

足
寄
郡

十
勝
郡

釧
路
支
庁
管
内
の
う
ち

川
上
郡

阿
寒
郡

白
糠
郡
の
う
ち
音
別
町

根
室
支
庁
管
内
の
う
ち

野
付
郡

標
津
郡
の
う
ち
中
標
津
町

二
級
地

北
海
道
の
う
ち

札
幌
市

小
樽
市

釧
路
市

岩
見
沢
市

網
走
市

留
萌
市

苫
小
牧
市

稚
内
市

美
唄
市

江
別
市

紋
別
市

三
笠
市

根

室
市

千
歳
市

恵
庭
市

北
広
島
市

石
狩
市

石
狩
支
庁
管
内

渡
島
支
庁
管
内
の
う
ち

松
前
郡
の
う
ち
福
島
町

上
磯
郡
の
う
ち
知
内
町
及
び
木
古
内
町

亀
田
郡
の
う
ち
七
飯
町

山
越
郡

地

域
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檜
山
支
庁
管
内
の
う
ち

檜
山
郡
の
う
ち
厚
沢
部
町

瀬
棚
郡
の
う
ち
北
檜
山
町
及
び
今
金
町

後
志
支
庁
管
内
の
う
ち

島
牧
郡

寿
都
郡

磯
谷
郡

岩
内
郡
の
う
ち
岩
内
町

古
宇
郡
の
う
ち
泊
村

積
丹
郡

古
平
郡

余
市
郡
の
う
ち
仁
木
町
及
び

余
市
町

空
知
支
庁
管
内
の
う
ち

空
知
郡
の
う
ち
北
村
、
栗
沢
町
及
び
南
幌
町

夕
張
郡

樺
戸
郡
の
う
ち
月
形
町

留
萌
支
庁
管
内
の
う
ち

増
毛
郡

留
萌
郡

苫
前
郡

天
塩
郡
の
う
ち
遠
別
町
及
び
天
塩
町

宗
谷
支
庁
管
内
の
う
ち

枝
幸
郡
の
う
ち
枝
幸
町

礼
文
郡

利
尻
郡

胆
振
支
庁
管
内
の
う
ち

虻
田
郡
の
う
ち
豊
浦
町
及
び
洞
爺
村

有
珠
郡
の
う
ち
壮
瞥
町

白
老
郡

勇
払
郡
の
う
ち
鵡
川
町

日
高
支
庁
管
内
の
う
ち

沙
流
郡
の
う
ち
門
別
町

新
冠
郡

三
石
郡

様
似
郡

十
勝
支
庁
管
内
の
う
ち

上
川
郡
の
う
ち
新
得
町

広
尾
郡
の
う
ち
広
尾
町

釧
路
支
庁
管
内
の
う
ち

釧
路
郡

厚
岸
郡

白
糠
郡
の
う
ち
白
糠
町

根
室
支
庁
管
内
の
う
ち

標
津
郡
の
う
ち
標
津
町

目
梨
郡

三
級
地

北
海
道
の
う
ち

函
館
市

室
蘭
市

登
別
市

伊
達
市

渡
島
支
庁
管
内
の
う
ち

松
前
郡
の
う
ち
松
前
町

上
磯
郡
の
う
ち
上
磯
町

亀
田
郡
の
う
ち
大
野
町
、
戸
井
町
、
恵
山
町
及
び
椴
法
華
村

茅
部
郡

檜
山
支
庁
管
内
の
う
ち

檜
山
郡
の
う
ち
江
差
町
及
び
上
ノ
国
町

爾
志
郡

久
遠
郡

奥
尻
郡

瀬
棚
郡
の
う
ち
瀬
棚
町

後
志
支
庁
管
内
の
う
ち

古
宇
郡
の
う
ち
神
恵
内
村

胆
振
支
庁
管
内
の
う
ち

虻
田
郡
の
う
ち
虻
田
町

日
高
支
庁
管
内
の
う
ち
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静
内
郡

浦
河
郡

幌
泉
郡

四
級
地

青
森
県

岩
手
県
の
う
ち

盛
岡
市

水
沢
市

花
巻
市

北
上
市

久
慈
市

遠
野
市

一
関
市

江
刺
市

二
戸
市

岩
手
郡

紫
波
郡

稗
貫
郡

和
賀
郡

胆
沢
郡

西
磐
井
郡
の
う
ち
平
泉
町

東
磐
井
郡
の
う
ち
大
東
町
、
千
厩
町
及
び
東
山
町

気
仙
郡

上
閉
伊
郡
の
う
ち
宮
守
村

下
閉
伊
郡

九
戸
郡

二
戸
郡

宮
城
県
の
う
ち

古
川
市

刈
田
郡
の
う
ち
七
ケ
宿
町

柴
田
郡
の
う
ち
川
崎
町

黒
川
郡
の
う
ち
大
和
町
及
び
大
衡
村

加
美
郡

志
田
郡
の
う
ち
三

本
木
町

玉
造
郡

栗
原
郡
の
う
ち
築
館
町
、
栗
駒
町
、
高
清
水
町
、
一
迫
町
、
鶯
沢
町
、
金
成
町
、
志
波
姫
町
及
び
花
山
村

秋
田
県
の
う
ち

秋
田
市

能
代
市

横
手
市

大
館
市

湯
沢
市

大
曲
市

鹿
角
市

鹿
角
郡

北
秋
田
郡

山
本
郡

南
秋
田
郡

河
辺
郡

由

利
郡
の
う
ち
矢
島
町
、
由
利
町
、
鳥
海
町
及
び
東
由
利
町

仙
北
郡

平
鹿
郡

雄
勝
郡

山
形
県
の
う
ち

山
形
市

米
沢
市

新
庄
市

寒
河
江
市

上
山
市

村
山
市

長
井
市

天
童
市

東
根
市

尾
花
沢
市

南
陽
市

東
村
山
郡

西
村
山
郡

北
村
山
郡

最
上
郡

東
置
賜
郡

西
置
賜
郡

東
田
川
郡
の
う
ち
朝
日
村

福
島
県
の
う
ち

会
津
若
松
市

喜
多
方
市

安
達
郡
の
う
ち
大
玉
村
、
白
沢
村
、
岩
代
町
及
び
東
和
町

岩
瀬
郡

南
会
津
郡

北
会
津
郡

耶
麻
郡

河
沼
郡

大
沼
郡

西
白
河
郡

東
白
川
郡
の
う
ち
棚
倉
町
及
び
鮫
川
村

石
川
郡

田
村
郡
の
う
ち
三
春
町
、
大
越
町
、
都
路
村

、
常
葉
町
及
び
船
引
町

双
葉
郡
の
う
ち
川
内
村
及
び
葛
尾
村

相
馬
郡
の
う
ち
飯
舘
村

栃
木
県
の
う
ち

日
光
市

上
都
賀
郡
の
う
ち
足
尾
町

塩
谷
郡
の
う
ち
栗
山
村
及
び
藤
原
町

那
須
郡
の
う
ち
塩
原
町

群
馬
県
の
う
ち

沼
田
市

北
群
馬
郡
の
う
ち
伊
香
保
町

吾
妻
郡
の
う
ち
中
之
条
町
、
長
野
原
町
、
嬬
恋
村
、
草
津
町
、
六
合
村
及
び
高
山
村

利
根

郡
新
潟
県
の
う
ち

長
岡
市

新
発
田
市

小
千
谷
市

十
日
町
市

見
附
市

栃
尾
市

新
井
市

五
泉
市

上
越
市

中
蒲
原
郡
の
う
ち
村
松
町

南

蒲
原
郡
の
う
ち
下
田
村

東
蒲
原
郡
の
う
ち
津
川
町
、
上
川
村
及
び
三
川
村

三
島
郡
の
う
ち
越
路
町

古
志
郡

北
魚
沼
郡

南
魚

沼
郡

中
魚
沼
郡

刈
羽
郡
の
う
ち
高
柳
町
及
び
小
国
町

東
頸
城
郡

中
頸
城
郡
の
う
ち
頸
城
村
、
妙
高
高
原
町
、
中
郷
村
、
妙
高

村
、
板
倉
町
、
清
里
村
及
び
三
和
村

西
頸
城
郡
の
う
ち
青
海
町

岩
船
郡
の
う
ち
山
北
町

富
山
県
の
う
ち

上
新
川
郡

中
新
川
郡
の
う
ち
上
市
町

下
新
川
郡
の
う
ち
宇
奈
月
町

婦
負
郡
の
う
ち
山
田
村
及
び
細
入
村

東
礪
波
郡
の
う
ち
城

端
町
、
平
村
、
上
平
村
、
利
賀
村
及
び
井
口
村
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石
川
県
の
う
ち

江
沼
郡

石
川
郡
の
う
ち
鶴
来
町
、
河
内
村
、
吉
野
谷
村
、
鳥
越
村
、
尾
口
村
及
び
白
峰
村

福
井
県
の
う
ち

大
野
市

勝
山
市

吉
田
郡
の
う
ち
上
志
比
村

大
野
郡

今
立
郡
の
う
ち
池
田
町

南
条
郡
の
う
ち
今
庄
町

山
梨
県
の
う
ち

富
士
吉
田
市

東
山
梨
郡
の
う
ち
三
富
村
及
び
大
和
村

東
八
代
郡
の
う
ち
芦
川
村

西
八
代
郡
の
う
ち
上
九
一
色
村

北
巨
摩
郡
の

う
ち
高
根
町
、
長
坂
町
、
大
泉
村
及
び
小
淵
沢
町

南
都
留
郡
の
う
ち
道
志
村
、
忍
野
村
、
山
中
湖
村
、
鳴
沢
村
及
び
富
士
河
口
湖
町

北
都
留
郡
の
う
ち
小
菅
村
及
び
丹
波
山
村

長
野
県
の
う
ち

長
野
市

松
本
市

上
田
市

岡
谷
市

諏
訪
市

須
坂
市

小
諸
市

伊
那
市

駒
ヶ
根
市

中
野
市

大
町
市

飯
山
市

茅
野

市

塩
尻
市

佐
久
市

千
曲
市

東
御
市

南
佐
久
郡

北
佐
久
郡

小
県
郡

諏
訪
郡

上
伊
那
郡
の
う
ち
高
遠
町
、
辰
野
町
、

箕
輪
町
、
飯
島
町
、
南
箕
輪
村
、
中
川
村
及
び
長
谷
村

下
伊
那
郡
の
う
ち
阿
南
町
、
清
内
路
村
、
阿
智
村
、
浪
合
村
、
平
谷
村
、
根

羽
村
、
売
木
村
、
泰
阜
村
、
大
鹿
村
及
び
上
村

木
曽
郡
の
う
ち
木
曽
福
島
町
、
上
松
町
、
南
木
曽
町
、
楢
川
村
、
木
祖
村
、
日
義
村

、
開
田
村
、
三
岳
村
、
王
滝
村
及
び
大
桑
村

東
筑
摩
郡

南
安
曇
郡

北
安
曇
郡

更
級
郡

埴
科
郡

上
高
井
郡

下
高
井
郡

上
水
内
郡

下
水
内
郡

岐
阜
県
の
う
ち

高
山
市

飛
騨
市

揖
斐
郡
の
う
ち
藤
橋
村
及
び
坂
内
村

加
茂
郡
の
う
ち
東
白
川
村

恵
那
郡
の
う
ち
川
上
村
及
び
加
子
母
村

大

野
郡

吉
城
郡

滋
賀
県
の
う
ち

伊
香
郡
の
う
ち
余
呉
町

兵
庫
県
の
う
ち

美
方
郡
の
う
ち
村
岡
町
及
び
美
方
町

和
歌
山
県
の
う
ち

伊
都
郡
の
う
ち
高
野
町

鳥
取
県
の
う
ち

日
野
郡
の
う
ち
日
野
町
、
江
府
町
及
び
溝
口
町

島
根
県
の
う
ち

飯
石
郡
の
う
ち
頓
原
町

岡
山
県
の
う
ち

真
庭
郡
の
う
ち
湯
原
町
、
新
庄
村
、
川
上
村
、
八
束
村
及
び
中
和
村

苫
田
郡
の
う
ち
上
齋
原
村
及
び
阿
波
村

英
田
郡
の
う
ち
西
粟

倉
村

広
島
県
の
う
ち



- 19 -

山
県
郡
の
う
ち
芸
北
町

比
婆
郡
の
う
ち
高
野
町
及
び
比
和
町

備
考

こ
の
表
に
掲
げ
る
名
称
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
に
お
け
る
名
称
と
し
、
同
表
に
定
め
る
地
域
は
、
そ
れ
ら
の
名
称
を
有
す
る
も
の
の
同

日
に
お
け
る
区
域
を
用
い
て
示
さ
れ
た
地
域
と
し
、
そ
の
後
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
名
称
の
変
更
又
は
そ
れ
ら
の
名
称
を
有
す
る
も
の
の
区
域
の

変
更
に
よ
つ
て
影
響
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

○

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
、
給
与
及
び
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
六
十
五
号
）
（

抄
）

（
給
与
に
関
す
る
特
例
）

第
六
条

第
一
号
任
期
付
研
究
員
に
は
、
次
の
俸
給
表
を
適
用
す
る
。

２

第
二
号
任
期
付
研
究
員
に
は
、
次
の
俸
給
表
を
適
用
す
る
。

３

各
庁
の
長
（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
。
以
下
「
給
与
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
に
規
定
す
る
各

庁
の
長
及
び
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
第
一
号
任
期
付
研
究
員
及
び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
の
号
俸
を

、
そ
の
者
が
従
事
す
る
研
究
業
務
に
応
じ
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
基
準
に
従
い
決
定
す
る
。

４

各
庁
の
長
は
、
第
一
号
任
期
付
研
究
員
に
つ
い
て
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
第
一
項
の
俸
給
表
に
掲
げ
る
号
俸
に
よ
り
難
い
と
き
は
、
同
項
及
び
前
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
事
院
の
承
認
を
得
て
、
そ
の
俸
給
月
額
を
同
表
に
掲
げ
る
六
号
俸
の
俸
給
月
額
に
そ
の
額
と
同
表
に
掲
げ
る
五
号
俸
の
俸

給
月
額
と
の
差
額
に
一
か
ら
の
各
整
数
を
順
次
乗
じ
て
得
ら
れ
る
額
を
加
え
た
額
の
い
ず
れ
か
に
相
当
す
る
額
（
給
与
法
の
指
定
職
俸
給
表
八
号
俸
の

額
未
満
の
額
に
限
る
。
）
又
は
給
与
法
の
指
定
職
俸
給
表
八
号
俸
の
額
に
相
当
す
る
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

号俸 俸 給月 額

円

１ 398,000

２ 459,000

３ 522,000

４ 605,000

５ 704,000

６ 804,000

号俸 俸 給月 額

円

１ 330,000

２ 367,000

３ 396,000
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５

各
庁
の
長
は
、
第
一
号
任
期
付
研
究
員
又
は
第
二
号
任
期
付
研
究
員
の
う
ち
、
特
に
顕
著
な
研
究
業
績
を
挙
げ
た
と
認
め
ら
れ
る
職
員
に
は
、
人
事

院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
俸
給
月
額
に
相
当
す
る
額
を
任
期
付
研
究
員
業
績
手
当
と
し
て
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
号
俸
の
決
定
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
月
額
の
決
定
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
任
期
付
研
究
員
業
績
手
当
の
支
給
は
、

予
算
の
範
囲
内
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
給
与
法
の
適
用
除
外
等
）

第
七
条

給
与
法
第
六
条
、
第
八
条
、
第
十
条
か
ら
第
十
一
条
の
二
ま
で
、
第
十
一
条
の
十
及
び
第
十
九
条
の
七
の
規
定
は
、
第
一
号
任
期
付
研
究
員
及

び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に
は
、
適
用
し
な
い
。

２

第
一
号
任
期
付
研
究
員
及
び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に
対
す
る
給
与
法
第
三
条
第
一
項
、
第
七
条
、
第
十
一
条
の
九
第
一
項
、
第
十
九
条
の
三
第
一

項
、
第
十
九
条
の
四
第
二
項
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
法
第
三
条
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る

の
は
「
こ
の
法
律
及
び
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
、
給
与
及
び
勤
務
時
間
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
任
期
付
研
究
員
法
」
と
い
う
。
）

第
六
条
の
規
定
」
と
、
給
与
法
第
七
条
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
及
び
任
期
付
研
究
員
法
第
六
条
の
規
定
」
と
、
給
与
法
第
十
一
条

の
九
第
一
項
中
「
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
限
る
。
）
並
び
に
任
期
付
研
究
員
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
」

と
、
給
与
法
第
十
九
条
の
三
第
一
項
中
「
以
下
「
管
理
監
督
職
員
等
」
」
と
あ
る
の
は
「
任
期
付
研
究
員
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
任

期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
を
含
む
。
以
下
「
管
理
監
督
職
員
等
」
」
と
、
給
与
法
第
十
九
条
の
四
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
二
・
五
」
と
あ
る

の
は
「
百
分
の
百
四
十
」
と
、
「
百
分
の
百
三
十
七
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
五
十
五
」
と
、
給
与
法
第
二
十
条
中
「
第
六
条
」
と
あ
る
の
は

「
任
期
付
研
究
員
法
第
六
条
」
と
、
給
与
法
第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
及
び
任
期
付
研
究
員
法
第
六
条
」
と
す

る
。

○

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
（
抄
）

（
給
与
に
関
す
る
特
例
）

第
七
条

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
特
定
任
期
付
職
員
」
と
い
う
。
）
に
は
、
次
の
俸
給
表
を
適
用
す

る
。

２

各
庁
の
長
は
、
特
定
任
期
付
職
員
の
号
俸
を
、
特
定
任
期
付
職
員
が
従
事
す
る
業
務
に
応
じ
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
基
準
に
従
い
決
定
す
る
。

号俸 俸 給月額

円

１ 375,000

２ 424,000

３ 477,000

４ 541,000

５ 617,000

６ 721,000

７ 844,000
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３

各
庁
の
長
は
、
特
定
任
期
付
職
員
に
つ
い
て
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
第
一
項
の
俸
給
表
に
掲
げ
る
号
俸
に
よ
り
難
い
と
き
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
人
事
院
の
承
認
を
得
て
、
そ
の
俸
給
月
額
を
同
表
に
掲
げ
る
七
号
俸
の
俸
給
月
額
に
そ
の
額
と
同
表
に
掲
げ
る
六
号
俸
の
俸
給
月
額
と
の

差
額
に
一
か
ら
の
各
整
数
を
順
次
乗
じ
て
得
ら
れ
る
額
を
加
え
た
額
の
い
ず
れ
か
に
相
当
す
る
額
（
給
与
法
の
指
定
職
俸
給
表
八
号
俸
の
額
未
満
の
額

に
限
る
。
）
又
は
給
与
法
の
指
定
職
俸
給
表
八
号
俸
の
額
に
相
当
す
る
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

各
庁
の
長
は
、
特
定
任
期
付
職
員
の
う
ち
、
特
に
顕
著
な
業
績
を
挙
げ
た
と
認
め
ら
れ
る
職
員
に
は
、
人
事
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

の
俸
給
月
額
に
相
当
す
る
額
を
特
定
任
期
付
職
員
業
績
手
当
と
し
て
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
号
俸
の
決
定
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
俸
給
月
額
の
決
定
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
任
期
付
職
員
業
績
手
当
の
支
給
は

、
予
算
の
範
囲
内
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
給
与
法
の
適
用
除
外
等
）

第
八
条

給
与
法
第
六
条
、
第
八
条
、
第
十
条
か
ら
第
十
一
条
の
二
ま
で
、
第
十
一
条
の
十
及
び
第
十
九
条
の
七
の
規
定
は
、
特
定
任
期
付
職
員
に
は
、

適
用
し
な
い
。

２

特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
給
与
法
第
三
条
第
一
項
、
第
七
条
、
第
十
一
条
の
五
、
第
十
一
条
の
九
第
一
項
、
第
十
九
条
の
三
第
一
項
、
第
十
九
条

の
四
第
二
項
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
法
第
三
条
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法

律
及
び
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
任
期
付
職
員
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
規
定
」
と
、
給
与
法
第

七
条
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
及
び
任
期
付
職
員
法
第
七
条
の
規
定
」
と
、
給
与
法
第
十
一
条
の
五
中
「
指
定
職
俸
給
表
」
と
あ
る

の
は
「
指
定
職
俸
給
表
又
は
任
期
付
職
員
法
第
七
条
第
一
項
の
俸
給
表
」
と
、
給
与
法
第
十
一
条
の
九
第
一
項
中
「
指
定
職
俸
給
表
」
と
あ
る
の
は
「

指
定
職
俸
給
表
又
は
任
期
付
職
員
法
第
七
条
第
一
項
の
俸
給
表
」
と
、
給
与
法
第
十
九
条
の
三
第
一
項
中
「
以
下
「
管
理
監
督
職
員
等
」
」
と
あ
る
の

は
「
任
期
付
職
員
法
第
七
条
第
一
項
の
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
含
む
。
以
下
「
管
理
監
督
職
員
等
」
」
と
、
給
与
法
第
十
九
条
の
四
第
二
項

中
「
百
分
の
百
二
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
四
十
」
と
、
「
百
分
の
百
三
十
七
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
五
十
五
」
と
、
給
与
法

第
二
十
条
中
「
第
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
任
期
付
職
員
法
第
七
条
」
と
、
給
与
法
第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
法
律
及

び
任
期
付
職
員
法
第
七
条
」
と
す
る
。

○

国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
（
抄
）

（
一
般
職
及
び
特
別
職
）

第
二
条

国
家
公
務
員
の
職
は
、
こ
れ
を
一
般
職
と
特
別
職
と
に
分
つ
。

②

略

③

特
別
職
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
の
職
と
す
る
。

一
～
十
五

略

十
六

防
衛
省
の
職
員
（
防
衛
省
に
置
か
れ
る
合
議
制
の
機
関
で
防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
九
条
の
政
令
で
定
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め
る
も
の
の
委
員
及
び
同
法
第
四
条
第
二
十
四
号
又
は
第
二
十
五
号
に
掲
げ
る
事
務
に
従
事
す
る
職
員
で
同
法
第
三
十
九
条
の
政
令
で
定
め
る
も
の

の
う
ち
、
人
事
院
規
則
で
指
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）

十
七

略

（
定
年
退
職
者
等
の
再
任
用
）

第
八
十
一
条
の
四

任
命
権
者
は
、
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
若
し
く
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者
若

し
く
は
定
年
退
職
日
以
前
に
退
職
し
た
者
の
う
ち
勤
続
期
間
等
を
考
慮
し
て
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
者
（
以
下
「
定
年

退
職
者
等
」
と
い
う
。
）
又
は
自
衛
隊
法
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
定
年
退
職
者
等
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
者
（

次
条
に
お
い
て
「
自
衛
隊
法
に
よ
る
定
年
退
職
者
等
」
と
い
う
。
）
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
等
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で

任
期
を
定
め
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
そ
の
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
官
職
に
係
る
定
年
に
達

し
て
い
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

②
・
③

略

第
八
十
一
条
の
五

任
命
権
者
は
、
定
年
退
職
者
等
又
は
自
衛
隊
法
に
よ
る
定
年
退
職
者
等
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
等
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
短
時
間
勤
務
の
官
職
（
当
該
官
職
を
占
め
る
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
、
常
時
勤
務
を
要
す

る
官
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
官
職
と
同
種
の
も
の
を
占
め
る
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
に
比
し
短
い
時
間
で
あ
る
も

の
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
・
③

略

（
懲
戒
の
場
合
）

第
八
十
二
条

職
員
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
対
し
懲
戒
処
分
と
し
て
、
免
職
、
停
職
、
減
給
又
は
戒
告
の

処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

こ
の
法
律
若
し
く
は
国
家
公
務
員
倫
理
法
又
は
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
（
国
家
公
務
員
倫
理
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
訓
令
及

び
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
則
を
含
む
。
）
に
違
反
し
た
場
合

二

職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
、
又
は
職
務
を
怠
つ
た
場
合

三

国
民
全
体
の
奉
仕
者
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行
の
あ
つ
た
場
合

②

略

○

独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
六
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
抄
）

（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）
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第
三
条

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
七
第
三
項
中
「
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
」
を
「
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
政
執
行
法
人
」
に
、
「
特
定
独

立
行
政
法
人
職
員
等
」
を
「
行
政
執
行
法
人
職
員
等
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
八
第
三
項
、
第
十
二
条
第
四
項
、
第
十
二
条
の
二
第
三
項
及
び
第
十
四
条
第
二
項
中
「
特
定
独
立
行
政
法
人
職
員
等
」
を
「
行
政
執
行
法

人
職
員
等
」
に
改
め
る
。

附

則

（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
特
定
独
立
行
政
法
人
（
通
則
法
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
。

以
下
「
旧
通
則
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
職
員
で
あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
引
き
続

き
施
行
日
に
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
給
与
法
」
と
い
う
。
）
に
規
定

す
る
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
も
の
並
び
に
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
特
定
独
立
行
政
法
人
の
職
員
で
あ
っ
た
者
と
し
て
第
三
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
の
七
第
三
項
、
第
十
一
条
の
八
第
三
項
、
第
十
二
条
第
四
項
、
第
十
二
条
の

二
第
三
項
及
び
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
職
員
に
対
す
る
新
給
与
法
第
十
一
条
の
七
第
三
項
、
第
十
一
条
の
八
第
三
項
、
第
十

二
条
第
四
項
、
第
十
二
条
の
二
第
三
項
及
び
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
新
給
与
法
第
十
一
条
の
七
第
三
項
に

規
定
す
る
行
政
執
行
法
人
職
員
等
で
あ
っ
た
者
と
み
な
す
。

○

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
（
抄
）

（
自
衛
官
以
外
の
隊
員
へ
の
定
年
退
職
者
等
の
再
任
用
）

第
四
十
四
条
の
四

任
命
権
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
（
次
条
に
お
い
て
「
定
年
退
職
者
等
」
と
い
う
。
）
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
等
に
基
づ
く
選
考
に
よ

り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
そ
の
者
を
採
用
し
よ

う
と
す
る
官
職
に
係
る
定
年
に
達
し
て
い
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者

二

前
条
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者

三

定
年
退
職
日
以
前
に
退
職
し
た
者
の
う
ち
勤
続
期
間
等
を
考
慮
し
前
二
号
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者

四

第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者

五

第
四
十
五
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者

六

第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
定
年
に
達
し
た
日
の
翌
日
以
前
に
退
職
し
た
者
の
う
ち
勤
続
期
間
等
を
考
慮
し
前
二
号
に
準
ず
る
も
の
と
し
て

政
令
で
定
め
る
者

七

国
家
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
三
号
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
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２
・
３

略

第
四
十
四
条
の
五

任
命
権
者
は
、
定
年
退
職
者
等
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
等
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
短

時
間
勤
務
の
官
職
（
当
該
官
職
を
占
め
る
隊
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
官
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤

務
の
官
職
と
同
種
の
も
の
を
占
め
る
隊
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
に
比
し
短
い
時
間
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

略

（
自
衛
官
の
定
年
及
び
定
年
に
よ
る
退
職
の
特
例
）

第
四
十
五
条

自
衛
官
（
陸
士
長
等
、
海
士
長
等
及
び
空
士
長
等
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
定
年
に
達
し
た
と
き
は
、

定
年
に
達
し
た
日
の
翌
日
に
退
職
す
る
。

２

略

３

防
衛
大
臣
は
、
自
衛
官
が
定
年
に
達
し
た
こ
と
に
よ
り
退
職
す
る
こ
と
が
自
衛
隊
の
任
務
の
遂
行
に
重
大
な
支
障
を
及
ぼ
す
と
認
め
る
と
き
は
、
当

該
自
衛
官
が
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
一
年
以
内
の
期
間
を
限
り
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ

つ
て
は
六
月
以
内
の
期
間
を
限
り
、
当
該
自
衛
官
が
定
年
に
達
し
た
後
も
引
き
続
い
て
自
衛
官
と
し
て
勤
務
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

防
衛
大
臣
は
、
前
項
の
期
間
又
は
こ
の
項
の
期
間
が
満
了
す
る
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の
事
由
が
引
き
続
き
存
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
自
衛

官
の
同
意
を
得
て
、
一
年
以
内
の
期
間
を
限
り
、
引
き
続
い
て
自
衛
官
と
し
て
勤
務
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
の
末
日
は
、
当
該

自
衛
官
が
定
年
に
達
し
た
日
の
翌
々
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
自
衛
官
へ
の
定
年
退
職
者
等
の
再
任
用
）

第
四
十
五
条
の
二

任
命
権
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
又
は
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し

た
者
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
等
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
（
任
期
の
末
日
が
そ
の
者
が
年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
前
と
な
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

三
年
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
教
育
、
研
究
、
補
給
そ
の
他
防
衛
大
臣
の
定
め
る
業
務
を
行
う
こ
と
を
職
務
と
す
る
常
時
勤
務
を
要
す

る
官
職
に
引
き
続
い
て
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～
４

略

（
懲
戒
処
分
）

第
四
十
六
条

隊
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
対
し
懲
戒
処
分
と
し
て
、
免
職
、
降
任
、
停
職
、
減
給
又
は
戒
告
の
処

分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
、
又
は
職
務
を
怠
つ
た
場
合

二

隊
員
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
の
あ
つ
た
場
合

三

そ
の
他
こ
の
法
律
若
し
く
は
自
衛
隊
員
倫
理
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
号
）
又
は
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
場
合
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２

略

○

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
（
抄
）

（
俸
給
）

第
四
条

防
衛
省
の
事
務
次
官
、
防
衛
審
議
官
、
書
記
官
、
部
員
、
事
務
官
、
技
官
、
教
官
そ
の
他
の
職
員
で
、
防
衛
大
臣
政
策
参
与
、
自
衛
官
、
自
衛

官
候
補
生
、
予
備
自
衛
官
等
、
防
衛
大
学
校
又
は
防
衛
医
科
大
学
校
の
学
生
（
防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
十
五
条
第

一
項
又
は
第
十
六
条
第
一
項
（
第
三
号
を
除
く
。
）
の
教
育
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
を
い
う
。
以
下
「
学
生
」
と
い
う
。
）
、
生
徒
（
自
衛
隊
法
第
二
十

五
条
第
五
項
の
教
育
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
非
常
勤
の
者
で
な
い
も
の
（
以
下
「
事
務
官
等
」
と
い
う
。
）
に
は
、
政

令
で
定
め
る
適
用
範
囲
の
区
分
に
従
い
、
別
表
第
一
並
び
に
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
。
以
下
「
一

般
職
給
与
法
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
、
別
表
第
五
か
ら
別
表
第
八
ま
で
、
別
表
第
十
及
び
別
表
第
十
一
に
定
め
る
額
の
俸
給
を
支
給
す
る
。

２
・
３

略

４

自
衛
官
に
は
、
別
表
第
二
に
定
め
る
額
の
俸
給
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
三
等
陸
尉
、
三
等
海
尉
又
は
三
等
空
尉
以
上
の
自
衛
官
の
候
補
者
と
し
て

採
用
さ
れ
た
者
の
そ
の
候
補
者
で
あ
る
間
の
俸
給
月
額
は
、
そ
の
者
の
属
す
る
階
級
に
か
か
わ
ら
ず
、
候
補
者
と
し
て
の
任
用
基
準
に
応
じ
て
、
防
衛

省
令
で
定
め
る
額
と
す
る
。

（
地
域
手
当
等
）

第
十
四
条

常
勤
の
防
衛
大
臣
政
策
参
与
に
は
地
域
手
当
及
び
通
勤
手
当
を
、
事
務
官
等
に
は
本
府
省
業
務
調
整
手
当
、
初
任
給
調
整
手
当
、
専
門
ス
タ

ッ
フ
職
調
整
手
当
、
地
域
手
当
、
広
域
異
動
手
当
、
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
単
身
赴
任
手
当
、
特
殊
勤
務
手
当
、
特
地
勤
務
手
当
（
こ
れ
に
準
ず
る

手
当
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
超
過
勤
務
手
当
、
休
日
給
、
夜
勤
手
当
、
宿
日
直
手
当
及
び
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
を
、
第
六
条
第
二
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
自
衛
官
に
は
地
域
手
当
、
広
域
異
動
手
当
、
通
勤
手
当
、
単
身
赴
任
手
当
、
特
地
勤
務
手
当
及
び
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
を
、
医

師
又
は
歯
科
医
師
で
あ
る
自
衛
官
に
は
初
任
給
調
整
手
当
、
地
域
手
当
、
広
域
異
動
手
当
、
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
単
身
赴
任
手
当
、
特
殊
勤
務
手

当
、
特
地
勤
務
手
当
及
び
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
を
、
そ
の
他
の
自
衛
官
に
は
本
府
省
業
務
調
整
手
当
、
地
域
手
当
、
広
域
異
動
手
当
、
住
居
手
当

、
通
勤
手
当
、
単
身
赴
任
手
当
、
特
殊
勤
務
手
当
、
特
地
勤
務
手
当
及
び
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
を
、
そ
れ
ぞ
れ
支
給
す
る
。

２

一
般
職
給
与
法
第
十
条
の
三
か
ら
第
十
条
の
五
ま
で
、
第
十
一
条
の
三
か
ら
第
十
一
条
の
八
ま
で
、
第
十
一
条
の
十
か
ら
第
十
四
条
ま
で
及
び
第
十

六
条
か
ら
第
十
九
条
の
三
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
人
事
院
規
則
」
と
あ
る

の
は
「
政
令
」
と
、
一
般
職
給
与
法
第
十
条
の
三
第
一
項
中
「
又
は
研
究
職
俸
給
表
」
と
あ
る
の
は
「
、
研
究
職
俸
給
表
又
は
防
衛
省
の
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
別
表
第
二
自
衛
官
俸
給
表
」
と
、
「
管
理
監
督
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
十
一
条

の
三
第
一
項
の
政
令
で
指
定
す
る
官
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
管
理
監
督
職
員
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
研
究
職
俸
給
表
」
と

あ
る
の
は
「
、
研
究
職
俸
給
表
又
は
自
衛
官
俸
給
表
」
と
、
「
職
務
の
級
に
」
と
あ
る
の
は
「
職
務
の
級
又
は
階
級
（
当
該
職
員
の
属
す
る
階
級
が
陸

将
、
海
将
又
は
空
将
で
あ
つ
て
そ
の
者
が
同
表
の
陸
将
補
、
海
将
補
及
び
空
将
補
の

欄
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
欄
を
い
い
、
当
該
職

（二）
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員
の
属
す
る
階
級
が
一
等
陸
佐
、
一
等
海
佐
又
は
一
等
空
佐
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
同
表
の
一
等
陸
佐
、
一
等
海
佐
及
び
一

等
空
佐
の

欄
、

欄
又
は

欄
を
い
う
。
）
に
」
と
、
一
般
職
給
与
法
第
十
一
条
の
三
第
二
項
中
「
扶
養
手
当
」
と
あ
る
の
は
「
扶
養
手
当
並
び
に

（一）

（二）

（三）

営
外
手
当
（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
衛
官
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
、
一
般
職
給
与
法
第
十

一
条
の
四
、
第
十
一
条
の
六
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
一
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
一
条
の
八
第
一
項
中
「
及
び
扶
養
手
当
」
と
あ

る
の
は
「
、
扶
養
手
当
及
び
営
外
手
当
」
と
、
一
般
職
給
与
法
第
十
一
条
の
五
中
「
及
び
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
医
療
業
務
に
従
事

す
る
職
員
で
人
事
院
の
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
、
指
定
職
俸
給
表
又
は
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
七
条
第
一
項
の
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
医
療
業
務
に
従
事
す
る
職
員
で
防
衛
省
令
で
定
め

る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
医
師
又
は
歯
科
医
師
で
あ
る
自
衛
官
」
と
、
一
般
職
給
与
法
第
十
一
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
四
条
第
一
項

中
「
人
事
院
の
定
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
防
衛
省
令
で
定
め
る
」
と
、
同
項
中
「
人
事
院
が
指
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
防
衛
大
臣
が
指
定
す
る
」
と

、
一
般
職
給
与
法
第
十
九
条
の
三
第
一
項
中
「
以
下
「
管
理
監
督
職
員
等
」
」
と
あ
る
の
は
「
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第

三
十
六
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
六
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
を
含
む
。
以
下
「
管
理
監
督
職
員
等

」
」
と
、
「
指
定
職
俸
給
表
」
と
あ
る
の
は
「
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
規
定
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
指
定
職
俸
給
表
」

と
あ
る
の
は
「
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

○

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
（
抄
）

（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
の
給
与
法
の
特
例
）

第
十
六
条

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
の
給
与
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
給
与
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
六
条
の
二
第
一
項

決
定
す
る

決
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
者
の
俸
給
月
額
は
、
そ
の
者
の
受
け
る
号
俸
に
応
じ

た
額
に
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九

号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら

れ
た
勤
務
時
間
法
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者

の
勤
務
時
間
を
同
項
本
文
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
（
以
下
「
算

出
率
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る

第
六
条
の
二
第
二
項
並
び
に
第

決
定
す
る

決
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
者
の
俸
給
月
額
は
、
そ
の
者
の
受
け
る
号
俸
に
応
じ

八
条
第
四
項
、
第
五
項
、
第
七

た
額
に
、
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る

項
及
び
第
八
項

第
八
条
第
十
二
項

と
す
る

に
、
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る

第
九
条
の
二
第
四
項
、
第
十
七

勤
務
時
間
法

育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
勤
務
時
間
法

条
及
び
第
十
九
条
の
三
第
一
項
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第
十
二
条
第
二
項
第
二
号

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

育
児
休
業
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員

（
以
下
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）

第
十
六
条
第
一
項

支
給
す
る

支
給
す
る
。
た
だ
し
、
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
が
、
第
一
号
に
掲
げ
る
勤
務
で
正

規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
も
の
の
う
ち
、
そ
の
勤
務
の
時
間
と
そ
の
勤
務
を

し
た
日
に
お
け
る
正
規
の
勤
務
時
間
と
の
合
計
が
七
時
間
四
十
五
分
に
達
す
る
ま

で
の
間
の
勤
務
に
あ
つ
て
は
、
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
額

に
百
分
の
百
（
そ
の
勤
務
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る

場
合
は
、
百
分
の
百
二
十
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る

第
十
六
条
第
三
項

前
項

育
児
休
業
法
第
十
六
条

第
十
六
条
第
四
項

要
し
な
い

要
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
時
間
が
育
児
休
業
法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
ら
れ
た
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
七
時
間
四
十
五
分
に
達
す
る
ま
で
の
間

の
勤
務
に
係
る
時
間
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
十
九
条
に
規
定
す
る
勤
務
一

時
間
当
た
り
の
給
与
額
に
百
分
の
百
五
十
（
そ
の
時
間
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の

午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、
百
分
の
百
七
十
五
）
か
ら
百
分
の
百
（
そ

の
時
間
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、
百
分
の

百
二
十
五
）
を
減
じ
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る

第
十
九
条
の
四
第
四
項

俸
給

俸
給
の
月
額
を
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当

専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
の
月
額
を
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額

第
十
九
条
の
四
第
五
項
及
び
第

俸
給
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ
職

俸
給
の
月
額
を
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
の
月

十
九
条
の
七
第
三
項

調
整
手
当
の
月
額

額
を
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額

俸
給
の
月
額

俸
給
の
月
額
を
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額

第
十
九
条
の
四
第
五
項

俸
給
月
額

俸
給
月
額
を
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額

第
十
九
条
の
四
第
六
項

人
事
院
規
則

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
考
慮
し
て
人
事
院
規
則

（
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
の
給
与
法
の
特
例
）

第
二
十
四
条

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
の
給
与
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
給
与
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄

に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
六
条
の
二
第
一
項

決
定
す
る

決
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
者
の
俸
給
月
額
は
、
そ
の
者
の
受
け
る
号
俸
に
応
じ

た
額
に
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九

号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
勤
務
時
間
法
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の

者
の
勤
務
時
間
を
同
項
本
文
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
（
以
下
「
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算
出
率
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る

第
六
条
の
二
第
二
項
並
び
に
第

決
定
す
る

決
定
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
者
の
俸
給
月
額
は
、
そ
の
者
の
受
け
る
号
俸
に
応
じ

八
条
第
四
項
、
第
五
項
、
第
七

た
額
に
、
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る

項
及
び
第
八
項

第
九
条
の
二
第
四
項
、
第
十
七

勤
務
時
間
法

育
児
休
業
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
勤
務
時
間
法

条
及
び
第
十
九
条
の
三
第
一
項

第
十
二
条
第
二
項
第
二
号

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

育
児
休
業
法
第
二
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
（
以
下

「
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）

第
十
六
条
第
一
項

支
給
す
る

支
給
す
る
。
た
だ
し
、
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
が
、
第
一
号
に
掲
げ
る
勤
務
で

正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
も
の
の
う
ち
、
そ
の
勤
務
の
時
間
と
そ
の
勤
務

を
し
た
日
に
お
け
る
正
規
の
勤
務
時
間
と
の
合
計
が
七
時
間
四
十
五
分
に
達
す
る

ま
で
の
間
の
勤
務
に
あ
つ
て
は
、
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与

額
に
百
分
の
百
（
そ
の
勤
務
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ

る
場
合
は
、
百
分
の
百
二
十
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る

第
十
六
条
第
三
項

前
項

育
児
休
業
法
第
二
十
四
条

第
十
六
条
第
四
項

要
し
な
い

要
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
時
間
が
育
児
休
業
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
ら
れ
た
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
七
時
間
四
十
五
分
に
達
す
る
ま
で
の

間
の
勤
務
に
係
る
時
間
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
十
九
条
に
規
定
す
る
勤
務

一
時
間
当
た
り
の
給
与
額
に
百
分
の
百
五
十
（
そ
の
時
間
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日

の
午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、
百
分
の
百
七
十
五
）
か
ら
百
分
の
百
（

そ
の
時
間
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、
百
分

の
百
二
十
五
）
を
減
じ
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る

第
十
九
条
の
八
第
三
項

第
十
条
の
四
、
第
十
一
条
、

第
十
一
条
、
第
十
一
条
の
二
、
第
十
一
条
の
十
及
び
第
十
二
条
の
二

第
十
一
条
の
二
、
第
十
一
条

の
五
か
ら
第
十
一
条
の
七
ま

で
、
第
十
一
条
の
九
、
第
十

一
条
の
十
、
第
十
二
条
の
二

、
第
十
三
条
の
二
及
び
第
十

四
条

再
任
用
職
員

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

第
二
十
二
条
第
一
項

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
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附

則

第
二
条

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
給
与
法
附
則
第
八
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
六
号
及
び
第
七
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号

中
「
号
俸
の
俸
給
月
額
（
」
と
あ
る
の
は
「
号
俸
の
俸
給
月
額
に
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
十
七

条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
勤
務
時
間
法
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
項
本
文
に
規
定
す

る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
算
出
率
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
（
」
と
、
「
同
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第

六
項
の
」
と
、
「
当
該
最
低
の
号
俸
の
俸
給
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
額
」
と
、
「
を
減
じ
た
額
（
」
と
あ
る
の
は
「
に
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額

を
減
じ
た
額
（
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
を
減
じ
た
」
と
あ
る
の
は
「
に
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
」
と
、
同
項
第
六
号
及
び
第
七
号
中
「

俸
給
月
額
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
の
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
俸
給
月
額
を
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
の
月

額
を
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額
」
と
、
「
俸
給
月
額
に
」
と
あ
る
の
は
「
俸
給
月
額
を
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額
に
」
と
、
「
俸
給
月
額
減
額
基
礎
額

及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手
当
減
額
基
礎
額
」
と
あ
る
の
は
「
俸
給
月
額
減
額
基
礎
額
を
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
調
整
手

当
減
額
基
礎
額
を
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額
」
と
、
「
俸
給
月
額
減
額
基
礎
額
に
」
と
あ
る
の
は
「
俸
給
月
額
減
額
基
礎
額
を
算
出
率
で
除
し
て
得
た

額
に
」
と
す
る
。

２
～
４

略


